
 

 

 

 

◆ミッション 

明治時代から受け継がれてきた「梅花教育」や、小諸の豊かな自然・歴史・文化とい

った財産や、医療・福祉などの子育て・教育に適した環境をフルに活用して、小諸なら

ではの子育てや生涯にわたり学びが実践できる環境を整える。 

◎子どもたちの「生きる力」の育成を図る。 

◎教育環境の充実とともに、一人ひとりに応じた学びを支える体制の強化を図る。 

◎地域総ぐるみで子どもたちを育成する取り組みを推進する。 

◎生涯学習を支える環境の充実を図り、市民の主体的な学びを促進する。 

◎かけがえのない文化財を保存・継承し、積極的に活用する。 

◎スポーツ振興を図るとともに、高地トレーニングがまちづくりにつながるよう取り組

みの展開を図る。 

◎人権啓発・人権同和教育を積極的に進め、市民の人権意識の高揚を図る。 

 

 

◆方 針 

◎子どもたちの「生きる力」の育成を図る。 

 子どもたちの「学びに対する意欲や喜び」を高め、基礎学力の向上とともに、問題

解決的な学習を通して、自ら考え行動できる力の育成を図り、すべての学びの場を通

して「自己肯定感」の育成に努める。そして、「確かな学力」と「豊かな人間性」「た

くましく生きるための健康や体力」の総体である『生きる力』の育成を図る。 

 

 

 

【政策１】子育て・教育  

◆目標 

心豊かで自立できる人が育つまち 

 

所管：教育委員会事務局 



小諸市第 11次基本計画（第２部：基本計画 第４章：政策） 

◎教育環境の充実とともに、一人ひとりに応じた学びを支える体制の強化を図る。 

 子どもたちの学びを適切に支えるため、施設・設備の整備・充実とともに、一人ひ

とりの学びに応じた人的体制の充実を図る。施設・設備面では、長期学校改築計画の

策定、施設の長寿命化対策の推進、ＩＣＴ環境の充実、保育園の再配置計画の策定等

に取り組む。また、人的な面では、子育て・教育における課題の解決に向けて、時宜

に応じた配置や充実に努める。 

 

◎地域総ぐるみで子どもたちを育成する取り組みを推進する。  

 学校と家庭、地域、関係機関等との連携による信州型コミュニティスクールを推進

するほか、子どもたちの健全育成と安全・安心の確保に向けて、地域総ぐるみでの取

り組みの強化を図る。また、安心して子育てができるよう、各年齢段階に応じたサー

ビスの充実に努めるとともに、多様な子育てニーズに応えるため、各種事業のさらな

る充実を図る。 

 

◎生涯学習を支える環境の充実を図り、市民の主体的な学びを促進する。 

 生涯を通じた学びが広がり、生きがいづくりにつながるよう、小諸ならではの様々

な資源を活かしながら、学習環境の整備、生涯学習機会の創出を図り、市民の主体的

な学びを促進する。また、まちじゅうに音楽があふれる「音楽のまち・こもろ」の実

現に向け、各種事業の充実を図る。 

 

◎かけがえのない文化財を保存・継承し、積極的に活用する。 

 ふるさと「小諸」のかけがえのない文化財の保存・継承・活用等に取り組むととも

に、歴史的な資料や古文書の収集・保存・研究等を一体的に進める。また、小諸の誇

りを認識し、ふるさとを愛し大切に思う心を育むため、小諸の歴史的、文化的なお宝

や、自然のすばらしさを活かした「ふるさと学習」を進める。 

 

◎スポーツ振興を図るとともに、高地トレーニングがまちづくりにつながるよう取り

組みの展開を図る。 

 多様化するスポーツニーズへの対応に努めるとともに、統廃合を含め施設の適切な

整備を図る。また、高地トレーニングで小諸を訪れるアスリートと市民との交流事業

等を進め、競技へのきっかけの場やまちの活性化、健康づくりへの展開につなげる。 

 

◎人権啓発・人権同和教育を積極的に進め、市民の人権意識の高揚を図る。  

 一人ひとりの人権が尊重され、大切にされる社会の実現に向け、保育園、小・中学

校をはじめ、家庭、地域、企業等で、人権意識の啓発・人権同和教育を積極的に進め

る。また、教育・啓発活動とともに、市民の交流の機会の創出、相談体制の充実等を

図る。 


